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　東邦高校はこの夏、クラブ活動で近年になく「熱い夏」「燃えた夏」
を過ごしました。
　上の写真は８月６日、夏の甲子園では６年ぶり 15 回目の出場（西
愛知代表）を果たした硬式野球部が、１回戦の北海高校を 19 安打で
撃破、校歌を歌っているところです。清峰（長崎）にも競り勝ってベ
スト 16 に進出。３回戦は全国制覇した大阪桐蔭に５－７で敗れまし
たが、あと一打まで追い上げた終盤の気迫は見事でした。（10～12ペー
ジに関連記事）
　猛打と好守――。後押ししたのは応援団でした（右写真）。今夏は
県予選初戦からバトン部と吹奏楽部が駆け付け、野球部員、父母らと
一緒になって大声援を送りました。清々しい応援ぶりはバトン部がテ
レビで全国紹介されるほどでした。

　他の部も熱闘を続けました。埼玉での高校総体にはサッカー部が２
年ぶりに出場、帝京長岡（新潟）に勝って２回戦に進みました。空手
部、水泳部も出場、女子 400 ｍバタフライは４位に入りました。
　軟式野球部は強豪ひしめく東海大会でベスト４に残りました。

“夏”青春の輝きのなかで！“夏”青春の輝きのなかで！

サッカー、水泳もサッカー、水泳も
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今年も国家試験合格を目指して!!

経営学部地域ビジネス学科教授　大川　殷生　
　愛知東邦大学に「観光ビジネスコース」ができて２
年目の昨年、はじめて「国内旅行業務取扱管理者」国
家試験合格者が誕生しました。現在わが国では「観光
立国推進基本法」が施行され、全国的に「観光まちづく
り」や「まちおこし」が盛んに行われるようになってい
ますが、それに携わる人材不足が言われています。
　観光に携わる人にとって、この国家資格を取ること
は、大変有意義なことです。今年も９月（国内旅行業務
取扱管理者）と10月（総合旅行業務取扱管理者）に実
施される試験での合格を目指して頑張る学生諸君が
います。本学から一人でも多くの有資格者が出るよう、
そして、この事が本学の伝統になって、ぞくぞく合格
者が出るようになればと願っています。

2008年度

経営学部ゼミ対抗ソフトバレーボール大会
生活支援委員　大勝　志津穂　

　６月28日（土）、大学の体育館でゼミ対抗のソフトバ
レーボール大会が行われました。今年は昨年までとは
異なり、１年生から４年生までのゼミが一堂に会する
形をとりました。１年生が10ゼミ、２年生が３ゼミ、４
年生が１ゼミとすべてのゼミの参加には至りません
でしたが、少ないながらも普段交わることのない他学
年の学生との交流になったようです。優勝は４年安保
ゼミ、学生生活最後のスポーツ大会ということで、ゼ
ミ生全員で優勝を取りに行くその姿は、最年長ゼミと

は思えないよい動きでした。

インターンシップで学んだこと

経営学部２年　森野　史裕　
たくさんの経営者にお会いして
　８月18日（月）～９月１日（月）までの平日11日間、愛
知中小企業家同友会でインターンシップ研修に参加
しました。講義と地区例会の参加や様々な会社への訪
問をさせて頂きました。愛知中小企業家同友会は、よ
い会社をつくろう、よい経営者になろう、よい経営環
境をつくろう、という三つの目的を持って中小企業を
応援している民間団体です。
　私は、経営者の方から仕事のやりがいを聞くことで
仕事をする魅力を感じたいと思い、この研修を受けさ
せて頂きました。この研修を通じて、多くの経営者の
お話を直接伺うという、他では経験できない貴重な体
験をさせて頂きました。経営者が社員とのコミュニ
ケーションを大変重視していることや、経営者がしな
ければならないことの多さと大変さに驚きました。

自分に向く仕事が見えてきた
　また、様々な人と接することで、自分の性格を知る
ことができ、自分にどのような仕事が向いているのか
を絞ることができ、仕事に対する興味も湧いてきまし
た。漠然としていた就職先の業種が具体的になってき
たので、これから自分のしなければならないことが明
確になりました。就職活動までに色々としなければな
らない事が見えてきて、就職するまでにあまり時間が
ない事を知り、日々の時間の使い方も変わってきたと
いうことが大きな収穫です。このインターンシップ研
修での経験は必ず自分の肥しになると思います。
　最後に、今回のインターンシップ研修でお世話に
なった皆様、本当にありがとうございました。

国内旅行業務取扱管理者資格取得講座の様子
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２・３年生で３つの実習
　子ども発達学科では保育士と幼稚園教諭一種の免
許を取得できますが、教科の単位を取得する以外に３
つの実習が必要です。それらは保育実習・幼稚園教育
実習・施設実習です。２・３年生に保育実習と施設実習
に、３年生に幼稚園教育実習に行きます。しかし、それ
までに必要な科目の単位を取得しておくことが必要
です。保育実習は10日間が２回、施設実習は10日間、幼
稚園教育実習は４週間の間、実習園に通います。
　実習といえども一日中勤務することになり、初めて
の経験になります。ここでは保育の学習に加え、人間
としての品位を要求されます。大学では『保育実習事
前指導』『教育実習事前指導』で実習に関する必要な内
容を学びます。日常の教科では五領域（健康・人間関
係・環境・言葉・表現）の指導法で幼児への指導法を学
んだり、乳児演習で赤ちゃんの育児法を実習したりし
て、ある程度の基礎を身につけてから行くことになり
ます。
　学生たちは現在これらの単位を習得して、各自実習
に行く予定の園と打ち合わせをしている状況です。

観察・部分・全日実習
　かわいい子どもたちとの出会いは保育実習の最も
うれしいことですが、学ぶべきことはたくさんありま
す。保育・教育実習では「観察実習」という保育現場を
見ることを中心とするもの、「部分実習」というある部
分の短い時間を担当するもの、「全日実習」というクラ
ス担任として一日任される時間もあります。また、研
究保育（公開保育など呼称はいろいろですが）では実
習生が先生となって保育する場面を園の先生や大学
の教員、実習生も参加して、保育のやり方についての
検討会をもつこともあります。
　保育実習での最初の難関は保育案の作成です。何度
も書き直して先生に相談することになりますが、幼児
の年齢に合った教材を、幼児の特性に合わせた順序で
行う必要があります。また、幼児には幼児にわかりや
すいことばを使う必要があります。書き方や内容は一
応授業で習っていますが、園による独自な方法もあり、
頭脳をフル回転させることも必要です。
　神経を使うことの多い実習ではありますが、子ども
たちのかわいさに毎日触れることができる幸せな毎

日でもあります。また、学生にとっては子どもたちと
接している自分の将来との接点を見つめる時間でも
あります。

実習の心がまえと準備
　実際のところ、毎日の課題をこなすことに追われる
ことと思いますが、毎日を丁寧に送ってほしいもので
す。場合によっては、就職への入り口になります。「こ
のような学生さんならぜひ自分の園で働いてほしい」
と言われるようにがんばってもらいたいものです。そ
のために必要なことは
①　毎日休まないように健康な体を作っておくこと。
②　やさしい言葉使いをはじめ心遣いができるよう
に、日ごろから身につけておくこと。
③　先生にふさわしい服装や態度ができること。
④　喫煙は絶対しないこと。（もし保育現場で喫煙す
るようなことがあれば、実習の単位はとれませんの
で、ご家庭でも注意をしてください）
⑤　実習先では笑顔で常に接すること。
⑥　すぐにべたっと地面に座って休むような“若者文
化”は持ち込まないこと。
⑦　実習園でのやり方をよく理解すること。
　学生にとって実習は、保育者になるための練習かも
しれませんが、乳幼児にとっては自分の育ちにとって
大切な先生です。いい加減な気持ちでは務まりません。
子どもは実習生の一挙手一投足を見ています。そのこ
とを忘れず、しかし、毎日を楽しめるように、何よりも
健康に気を配って実習を迎えるようにしてもらいた
いです。
　そして、実習を終えた後に、大学での学びがより真
剣になっていく大きな契機になるのも実習なのです。
社会への第一歩を良い形で終えられるように、大学で
は支援・指導していきます。どうぞ御家庭でも無事に
実習が終えられますように、支え励ましていただきま
すようにお願い申し上げます。

保育園実習・幼稚園教育実習　社会への第一歩
子ども発達学科長　古市　久子　



高校の行事

4

1年生夏の学習スクール

１年学年主任　加藤　元雄　
　１年生はこの夏、夏期補習に続いて学年の学習ス
クールを実施しました。普段のどちらかというと受身
の学習姿勢から一歩進めて、自主的な学習姿勢を確立
するということを目指しました。講義の合間に設けら
れた自習時間で、各自自分なりに考えた計画のもと学
習に取り組みましたが、これを今後自立した学習に向
けて発展させていってほしいと思います。
　また、そうめん大会を行うなど参加者の交流の場も
もつことができました。このつながりを今後、意識を高
めあう関係として保ち、広めていってほしいと願って
います。

１年文理特進コース
夏期学習合宿

１年Ｎ組担任　今井　通昭　
　８月１日（金）から
６日（水）までの５
泊６日の日程で、信
州・志賀高原におい
て、文理特進コース
の学習合宿を行いま
した。各家庭への経済的負担をできるだけ軽減するた
めに、様々な面において経費節減をはかる中で、効率的
かつ実効性のある合宿を行うことができたと思います。
１年生の段階では、学習のみにとどまらず、自然豊かな
環境の中で、クラス全員が寝食を共にする生活は、貴重
な経験であるとともに、その後の高校生活にも大きな
影響を与えるものといえます。そういう意味では、今回
の合宿において、クラス全員が学習を中心とした集団
生活を経験して、担任としては、２学期以降の学校生活
をより充実したものにするための下地は整った、との
認識を持つに至っています。

美術科１年生
大王崎にて制作合宿

美術科教諭　小塚　康成　
　７月下旬、毎年恒例の美術科１年生を対象とした３
泊４日での大王崎制作合宿に行ってきました。参加し
た生徒たちは、太陽の位置や潮の干満、漁船の出入りな
ど刻々と移り変わる海の風景を相手に、なんとかその

一瞬を画面に描き
止めようと、格闘す
るように描いてい
ました。普段、室内
で描くことが中心
の生徒たちにとっ
て、屋外で描くこと

の醍醐味を存分に味わうことのできた合宿になったの
ではないかと思います。

２年生理数コース
特別授業でモチベーションアップ

２年Ｍ組担任　小嶌　大介　
　７月２日（水）の
５，６時間目を使っ
て、２年理数コース
で卒業生を招いて
特別授業が行われ
ました。　　　　　

まず「BRICs*って知ってますか？」から始まって、仕事
で４カ国をすべて見てきたこと。特にインドの学校教
育についての話が生徒たちも印象深かったようで、「イ
ンドの学校の話が一番心に残った」などの感想が出さ
れています。
　勉強の仕方については、まず暗記が大事で、その上で
応用力をつけること。テストの予想問題を作ると良い
し、新聞の社説やコラムを300字以内でまとめるのも良
い。また目標を設定して楽しんでやること。難関大学を
目指すならこの夏休みが最後のチャンス…。
　わかりやすい話で、生徒も納得。「学習のモチベー
ションが上がったので、高２の夏休みからスイッチを
切り替えて学習に力を入れたい」との感想も出されま
した。効果は十分、今後の２年理数コースに注目してく
ださい。

＊BRICs（ブリックス）とは、ブラジル（Brazi l）、ロシア

（Russia）インド（India）、中国（China）の英語頭文字をつな

げた造語。今、BRICsの経済が注目されている。
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２年生夏の学習合宿

２年学年主任　中林　幹雄　
　２年生のＡ（文系）コース・国際コースでは西浦の富
士見荘で、７月28日（月）～８月２日（土）の５泊６日の
学習合宿を行いました。基本的な学習習慣を身につけ
ること、得意科目を伸ばし苦手科目の克服することを
目的とし、22名の生徒が参加しました。90分の講義（英
語と現代文）と100分の特別錬成講座（古典・英語・数学
から選択）が中心のメニューで、さらに自習や１日の最
後には学習内容チェックの小テストも実施しました。
学習時間が１日10時間以上で、最初は苦しんでいた生
徒も、半ばを過ぎると苦にならなくなり、理解も進んで
学習の喜びを実感できるようになりました。
　また、理数コースでは14人の参加で、７月中旬に２泊
３日で「ラーニングアーバー横蔵」で学習合宿、７月28
日～８月２日に東邦高校での学習会＋２泊３日の学習
合宿、８月16日～18日には教室で学習会の４期に渡っ
て多彩な学習合宿・学習会を実施しました。自習を中心
に、英語・数学・国語・物理の講義があり、学習中心の生
活で充実した夏休みを過ごすことができました。この
学習の経験が今後の学習に十分活かされ飛躍すること
を期待します。

３年サマースクール

英語科教諭　長野　達也　
　受験勉強における夏休みの重要性を表すお決まりの
言葉として、「夏を制する者は受験を征する」というも
のがありますが、夏休みは各受験生の時間の使い方に
大きな差を生み、結果として大きな実力差を生むこと
になるものです。
　今年度の３年生は、40日間という時間的スパンと模
擬試験の日程に照準を合わせ、学習の習慣付けをねら
いとして、「学習合宿」「サマースクール」「自習室」と夏
休みの40日間の中に企画を分散したものとしました。
その中の、サマースクールには49人の参加があり、自主
的な学習と講義の内容で、７月28日（月）から８月２日
（土）までの６日間実施。合宿ではないので、途中脱落者
が何人もいるのが残念ですが、６日間をやりとおした
生徒は自主的に学習をする姿勢を定着させ、その成果
もあがったようです。
　最後まで粘り強く取り組んだ生徒たちには集中力と
気迫を感じる表情が見られました。この夏の努力を土
台に、成果が実ることを祈ります。

美術科
金沢21世紀美術館研修旅行について

美術科教諭　岡本　増吉　
　８月21日（木）、日
帰りによる金沢21
世紀美術館企画展
示、ロン・ミュエック
展の鑑賞に行きまし
た。今回は有志生徒
１年生７人、２年生

10人、３年生６人、教員２人の合計25人のメンバー構成
で行くことができ、大変有意義な時間を過ごしました。
　この美術館は金沢兼六園の交差点をはさんで向かい
にあります。年間来場者数が全国でもかなり多いとの
こと。公園の真ん中にあり、遊びに来た家族連れがその
まま出入りし、美術に触れていくような円形の建造物
です。廻りの環境ともマッチしており、様々な面で今後
の制作に生かしていける内容であったと感じました。

本校の“平和の碑
いしぶみ

”が話題に
TVニュースで、演劇で

理科教諭　岡田　保　
　８月は平和について考えさせてくれるよい機会、さ
まざまな平和企画の中で、本校玄関前にある“平和の
碑”についても紹介されました。
その１　「愛知・県民の手による平和を願う演劇の会」
（略称、平演会）が25年間８月に続けてきた戦争と平和
を考える演劇のシリーズ、今年は“グラウンドナイン”
と題して、戦場に散った名古屋軍（中日ドラゴンズの前
身）村松投手をモデルにした物語でした。
　ナゴヤドームが立つ地に、かつて三菱重工業名古屋
発動機製作所大幸工場があり、空襲により学徒など330
名が犠牲になったことが取り上げられ、ドーム球場に
あるプレート、三菱重工業に建立された殉職碑ととも
に、「また東邦高校内にも慰霊碑があります。」と紹介さ
れました。
その２　８月13日17：30から中京テレビの「リアルタイ
ム」でも、三菱重工業の空襲と殉職碑が取り上げられま
した。その中で「東邦高校にも慰霊碑があります。」と本
校の慰霊碑が短時間ですが紹介されていました。
　このような慰霊碑が学園内に設置されている例は少
ないのでしょうか？（豊橋の桜丘高校には「原爆の火」
を点した「平和の塔」があります）
　この碑の由来と平和の重みを語り継いでいくこと
の大切さを実感しました。

金沢21世紀美術館前にて
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海外高校生ら次々と来校
高校　国際交流室長　河野　芳江

　姉妹校マリアンカレッジのジェニファーが帰国した
のと入れ替わりに、４月、同じ２年Ｌ組に、南京外語学校
から張

ちょうよう

洋さんと金
きんしょう

瀟君がやって来ました。二人はクラ
ブにも入り、目一杯留学生活を楽しみ、｢東邦大好き｣と
言いつつ７月12日（土）に、帰国しました。
　７月21日（月）には南京外語から修学旅行生37人が、
副校長の胡先生や東邦で研修生活を送ったショウ先生
の引率で来校されました。二人とも新校舎に驚かれた
様子。２時間弱でしたが、ＥＳＳやバトミントン部の生
徒たちと日本語や英語で記念品の交換や歌などで交流
し、最後には吹奏楽部の演奏を聴いて、みんなで記念撮
影をしてお別れとなりました。東邦からは相撲の番付表
が贈られ、｢これは何だと思いますか？｣という校長先生
の質問に、｢地震の震度表｣という回答もありました。先
生方は、11月の東邦の修学旅行や来年の姉妹校交流会
を楽しみにしている事や、今後とも両校の友好関係を
深めたいと、ニコニコ顔で語られました。
　７月27日には、南京外語仙林分校の小、中、高校生76
名が３人の先生の引率で来校されました。前回同様、Ｅ
ＳＳとバドミントン部、そして吹奏楽部の生徒と交流し、
演奏の後、可愛い歌や踊りを披露してくれました。記念
撮影をしてお別れとなりバスに乗り込んでいきました
が、いつまでも手を振ってくれていました。
　７月19日から８月10日にかけて、10人の生徒が森先生
の引率でニュージーランドへ英語研修に出かけました。

ジェニファーから、｢放課後東邦の制服を見かけました。
やっぱりあの制服は可愛い。今年は雨ばかりで可哀想。
でも楽しい思い出をいっぱい持って帰って欲しい｣とい
うメールが届きました。交流がいろんなところで交差し
ています

NZホームステイを終えて
高校　英語科教諭　森　広和　

　今年度のニュー
ジーランド（NZ）
のホームステイは、
男子５人（２年５
人、１年１人）、女
子５人（全員１年）
の参加でした。５
月の連休明けから、
週１回のペースでガイダンスとさよならパーティの出
し物の練習を行い、７月19日の朝、セントレアからNZへ
と出発しました。出発時の生徒の表情からは若干の不
安も読み取れました。
　今年のNZは天候不順で、記録的な雨の多さでした。
乗馬が雨の中になるなど、やや雨にたたられましたが、
それでも生徒達は、NZの自然の雄大さ、美しさ、現地の
人々の温かさに十分ふれられたと思います。
　参加者は、非常に活発かつ前向きな生徒が多く、「何
でも見てやろう、やってやろう」の精神で３週間過ごし
たようです。さよならパーティではマウリの歌と踊り、
エアロビクス、そして日本で準備したソーラン節を披露
し、温かい喝采を頂きました。多くの生徒達の「まだ帰り
たくない」という感想からも、ホームステイが充実した
ものであったことがわかります。

東邦学園新評議員　一言アンケート

　評議員　古市　光明

　所　属：高校ＰＴＡ会長

　出身地：三重県

①本学園との関わりについて

　長男が東邦高校野球部でお世話になっております。
　平成 20 年度ＰＴＡ会長として、いろいろな行
事に参加させていただいています。
②これまでの東邦学園について感じておられること

　東邦高校ＰＴＡや野球部父母会などで、たくさ

んの父母の方にお会いする機会がありますが、親
子２代で東邦生という方がたくさんおられる事に
驚くと共に、東邦学園の歴史と伝統のすばらしさ
を感じでいます。
③趣味または私的に打ち込んでおられること

　東邦野球部父母として、部のサポートをやらせ
ていただきました。この秋からはまたゴルフでも
やりたいと思っています。
④本学園に今後期待されること

　本学園の学部の充実と、世界各国のいろんな所
で活躍できる人材の育成を期待します。
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2007（平成19）年度 学園の事業報告

1　事業の概要
　三大事業を仕上げ、完成した施設･設備を利用した教育活動が始まりました。高校の新校舎と大学の人間学部トレーニ
ング棟や新グラウンドについては各種媒体を通じてその魅力をアピール、大学の新校名と人間学部が広く周知されるよ
う努めました。
　1965（昭和40）年に開校した短期大学は年度末をもって閉校し、43年間の歴史に幕を下ろしました。
　前年度から持ち越した高校の学納金改定は、当初の引上げ額を減額、年度末に決着しました。第2次中期財政計画に織り
込まれていた学納金改定の遅れなどにより、計画の早期見直しを迫られることとなりました。

2　主な事業の目的・計画、進捗状況
１．三大事業計画の完了
⑴　2006（平成18）年4月から始めた高校校舎の全面建て替えは、教室棟、体育施設棟などの第1期工事が平成19年4月上
旬に完了し、新校舎で授業が始まりました。第2期工事のテニスコートとアーチェリー場を備えた運動場、音楽棟、ク
ラブハウスと体育教員室を併設する駐輪場も完成、12月15日に内外の関係者を招いて完成披露の集いを開きました。
⑵　日進市米野木に完成した大学新グラウンドは、授業使用外においても、クラブ活動などで成果を生みました。サッ
カーにおける愛知学生リーグ主会場の一つとなりました。野球部は愛知大学野球リーグで前年度まで4部でしたが、3
部を堅持し、2部昇格も狙える力量を備えました。新施設は、両クラブへの加入を増やし、学生にも好評でした。高校も
硬式野球とサッカーの両部が練習に使用し、学園共有財産としての役割とともに、少年サッカーの催し会場にも使わ
れ、地域に貢献する施設としても役立っています。
⑶　三大事業は総事業費が51億2,500万円で、耐震化工事を含む高校新校舎に対しては愛知県から2カ年度合計で約7億
1,000万円の補助金が交付されました。各方面からの寄付は1億6,200万円（目標3億円）となり、18億円を日本私立学校
振興・共済事業団と民間金融機関から借り入れました。

２．財政状況
⑴　大学は、2007（平成19）年度入学生が、経営学部（定員200人）で定員を割りました。新設の人間学部（定員150人）は2学
科とも定員を超す計165人が入学し、全体では定員を4人下回りました。東邦高校からの入学者は前年度より増えま
した。
　　高校（定員640人）は、志願者が1,860人、入学者は516人と大きく落ち込み、いずれも共学以降で最低数になりました。
　　大学では退学者が増え、苦しい経営を一層圧迫する要因となりました。
⑵　理事会は、高校新校舎によって生じる光熱水費と減価償却費の増加に対応するため、高校の施設設備費を年間
36,000円、新入生から引上げるよう提案し、ＰＴＡ、生徒会、組合に理解を求め、粘り強く協議し、最終的に当初予定し
た引上げ額を減額して、授業料と施設設備費各12,000円引上げることに決着しました。
⑶　学園内で異なる事務職給与の一元化と人件費総額の抑制を目指し、高校事務職の給与体系を2年間交渉し、昇給
カーブを抑えました。また希望する職員は職務給移行も可能な合意をみました。
　　愛知県退職金財団の交付額の減額（8％削減）に対応するため、退職金規定を改める労使交渉は、勤続年数による乗
率表の改正と、加給して支給する付加金制度の廃止に合意しました。
⑷　人件費は、教職員の業務への対価と生計を支える側面がありま
すが、さらなる意欲的活動を期待するメッセージも込められてい
ます。半面、帰属収入に占める比率には自ずと限度があります。右
表のように、全国平均が経営の持続性と健全性の目安と考え、第二
次財政計画では自己規律として数値目標を設けました。
　　大学の総人件費は人間学部開設に伴う教員が一挙に増加した一
方、学生は1年生しか在籍しないため、数値が10ポイント以上上昇
しました。
　　高校は建設補助金が4億5,000万円交付されたため、比率が
大きく改善しましたが、単年度限りであり、臨時的要素を除け
ば、依然平均を上回っています。
⑸　｢TOHO80周年事業募金｣目標額3億円達成を目指し、募金活
動を推進しました。3月31日現在、総額1億6,200万円余で、目標
額の54％にとどまっています。

３．管理・運営と広報の充実・強化
⑴　法人部門に設置した企画広報部では、学園の教育活動及び事業に関する情報を広く社会に知らせるため、大学と高
校が一体となった広報活動を行いました。広報紙「東邦キャンパス」の充実に努め、年3回発行し、内外の関係者に約
4,000部を配布しました。学園の認知度を高めるホームページは、内容の充実と素早い更新に努めました。
⑵　東邦高校から愛知東邦大学への入学者の増加と維持のため、進路・教学の責任者が率直に意見交換して方策を探る
高大連携の連絡組織を急遽発足させました。大学教員による商業科の授業の充実などを協議して、新年度から早速具
体化することにしました。
⑶　下出文庫の整理と資料発掘が地域創造研究所の下で行われ、複数の新聞に取り上げられるなど、学園の歴史の重み
を内外にアピールしました。

帰属収入に対する人件費比率  　　（％）
平成18年度 平成19年度

全国（愛知） 東邦 東邦
大　学 52.0 52.7 63.4
短　大 60.8 92.4 77.5
高　校 68.6(62.5) 68.7 55.2

募 金 状 況 （円）
部　門 目標額 金　額

保 護 者 55,000,000 37,538,002
企業、卒業生 160,000,000 77,557,067
教 職 員 85,000,000 47,099,800
合 　 計 300,000,000 162,194,869



8

４．生涯学習事業や学外との連携等
⑴　学外に開かれた生涯学習の場としての役割りを果たすため、TMCC（対外講座）を活発に開いたほか、5月の「名東
区民まつり」を区・地域と共同主催し、学園開放など地域社会との連携強化に努めました。
⑵　教育研究活動の基盤強化を図るため、同窓会、「フレンズTOHO」との関係を強め、企業研修や学生の就職率向上の
ため連携を進めました。

2007（平成19）年度　東邦学園決算の概要
　理事会において、東邦学園の2007（平成19）年度決算が承認されました。その概要を学校法人会計基準に基づいて「資金
収支計算書」「消費収支計算書」「貸借対照表」を以下のとおり報告します。

1　資金収支計算書の概要
　2007（平成19）年度は、三大事業の最終年度であり、高校新校舎の完成、大学の人間学部の開設等の年度でした。高校新校
舎にかかわる建築補助金として当初予定の額より増額され、4億5,000万円となりました。建築資金の支払い等により次年
度繰越支払資金が9億2,424万円減少し、18億3,420万円となりました。

2　消費収支計算書の概要
　2007（平成19）年度は、高校校舎建築補助金約4億5,000万円がありましたが、高校旧校舎にかかわる資産処分差額や基本
金の組入れにより、6億8,100万円の支出超過となりました。
　なお、経営の指標となる帰属収入に対する消費支出の比率は、119.4％となりました。

資金収支計算書（平成19年4月1日～平成20年3月31日）
収入の部 支出の部

科　　　目 平成19年度 科　　　目 平成19年度
学生生徒納付金収入 1,680,666,500 人 件 費 支 出 1,927,593,090
手 数 料 収 入 42,629,160 教育研究経費支出 529,753,735
寄 付 金 収 入 49,090,700 管 理 経 費 支 出 216,369,971
補 助 金 収 入 1,324,383,344 借入金等利息支出 28,128,923
国 庫 補 助 金 88,445,000 借入金等返済支出 262,942,501
地方公共団体補助金 1,235,938,344 施 設 関 係 支 出 1,731,934,843

資 産 運 用 収 入 15,599,008 設 備 関 係 支 出 205,018,484
事 業 収 入 3,561,854 そ の 他 の 支 出 130,725,177
雑 収 入 46,539,863
借 入 金 等 収 入 1,067,940,400
前 受 金 収 入 424,940,500
そ の 他 の 収 入 529,838,384
資金収入調整勘定 △ 1,125,425,265 資金支出調整勘定 △ 48,454,786
前年度繰越支払資金 2,758,450,498 次年度繰越支払資金 1,834,203,008
収入の部合計 6,818,214,946 支出の部合計 6,818,214,946

（単位:円）

○「借入金等収入」及び「借入金等返済
支出」には、高校の授業料軽減や施
設整備補助金等の愛知県債務負担
行為に係るものを含んでおり、愛知
県債務分の返済金は補填されます。
○「雑収入」には、退職者に対する退職
金財団からの交付金32,769,058円を
含んでいます。

消費収支計算書（平成19年4月1日～平成20年3月31日） （単位:円）
消費収入の部 消費支出の部

科　　　目 平成19年度 科　　　目 平成19年度
学 生 生 徒 納 付 金 1,680,666,500 人 件 費 1,914,337,185
手 数 料 42,629,160 教 育 研 究 経 費 809,023,597
寄 付 金 59,021,487 管 理 経 費 222,312,904
補 助 金 1,324,383,344 借 入 金 等 利 息 28,128,923
国 庫 補 助 金 88,445,000
地方公共団体補助金 1,235,938,344
資 産 運 用 収 入 15,599,008 資 産 処 分 差 額 795,807,451
資 産 売 却 差 額 ― 徴収不能引当金繰入額 17,225,998
事 業 収 入 3,561,854 徴 収 不 能 額 1,207,200
雑 収 入 46,539,863
帰 属 収 入 合 計 3,172,401,216 消 費 支 出 合 計 3,788,043,258
基 本 金 組 入 額 △ 66,034,090 当年度消費支出超過額 681,676,132
消 費 収 入 合 計 3,106,367,126 前年度繰越消費支出超過額 1,600,489,950

翌年度繰越消費支出超過額 2,221,814,722

○「人件費」には、退職金及び退職給与
引当金が37,509,755円含まれていま
す。
○「教育研究経費」「管理経費」には、減
価償却額が285,212,795円含まれてい
ます。
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3　消費収支に関する経年比較

4　貸借対照表

5　貸借対照表に関する経年比較

（単位:％）
年　度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 計　算　式比　率
（経営状況）
消費支出比率 91.5 91.5 93.7 119.4 消費支出÷帰属収入
（収入構成）
学生生徒納付金比率
補助金比率

61.7
30.9

61.4
33.1

52.6
36.7

53.0
41.7

学生生徒納付金÷帰属収入
補助金÷帰属収入

（支出構成）
人件費比率
教育研究経費比率
管理経費比率

66.2
16.6
7.7

66.3
17.6
7.4

67.7
15.9
9.9

60.3
25.5
7.0

人件費÷帰属収入
教育研究経費÷帰属収入
管理経費÷帰属収入

（基本財産の充実）
基本金組入比率 5.9 21.2 15.7 2.1 基本金組入額÷帰属収入

平成20年3月31日現在（単位:円）
資産の部 負債の部

科　　目 平成19年度末 科　　目 平成19年度末
固定資産 9,579,505,251 固定負債 3,855,133,784
有形固定資産 7,589,398,363 長期借入金 3,352,792,192
土地 998,231,305 未払金 6,462,540
建物 4,928,868,643 退職給与引当金 495,879,052
構築物 852,041,184 流動負債 942,710,966
教育研究用機器備品 369,144,844 短期借入金 382,633,074
その他の機器備品 24,819,040 未払金 55,489,379
図書 408,099,446 前受金 424,940,500
車輌 8,193,901 預り金 79,648,013
建設仮勘定  ― 負債の部合計 4,797,844,750

その他の固定資産 1,990,106,888 基本金の部
借地権 372,750 科　　目 平成19年度末
電話加入権 5,330,013 第１号基本金 8,862,790,974
施設利用権 1,584,102 第２号基本金  ―
有価証券 304,500 第３号基本金 217,900,229
未収入金 1,552,792,193 第４号基本金 187,000,000
長期奨学金貸付金 47,693,350 基本金の部合計 9,267,691,203
保証金 195,001 消費収支差額の部
第２号基本金引当特定預金  ― 科　　目 平成19年度末
退職給与引当特定預金 163,934,750 翌年度繰越消費支出超過額 2,221,814,722
第３号基本金引当特定預金 217,900,229 消費収支差額の部合計 △ 2,221,814,722

流動資産 2,264,215,980
現金預金 1,834,203,008
未収入金 420,972,622
立替金  ―
前払金 52,500
短期奨学金貸付金 8,987,850
保証金 ―

資産の部合計 11,843,721,231 負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 11,843,721,231

（単位:％）
年　度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 計　算　式比　率

（自己資金の充実）
自己資金構成比率
消費収支差額構成比率
基本金比率

75.8
－9.8
100.0

75.8
－13.2
99.9

65.3
－13.6
90.9

59.5
－18.8
92.4

（基本金＋消費収支差額）÷総資金
消費収支差額÷総資金
基本金÷基本金要組入額

（資産の構成）
固定資産構成比率
流動資産構成比率
減価償却比率

57.4
42.6
48.0

60.3
39.7
50.2

72.0
28.0
46.2

80.9
19.1
24.9

固定資産÷総資産
流動資産÷総資産
減価償却累計額÷減価償却資産取得価額

（負債の備え）
流動比率
退職給与引当預金率

518.1
33.2

471.0
32.9

371.0
32.2

240.2
33.1

流動資産÷流動負債
退職給与引当預金÷退職給与引当金

（負債の割合）
固定負債構成比率
流動負債構成比率
総負債比率
負債比率

16.0
8.2
24.2
32.0

15.8
8.4
24.2
31.9

27.2
7.6
34.7
53.2

32.6
8.0
40.5
68.1

固定負債÷総資金
流動負債÷総資金
（固定負債＋流動負債）÷総資産
総負債÷自己資金

（注）総資金＝負債＋基本金＋消費収支差額　／自己資金＝基本金＋消費収支差額
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ベスト16に
夏の甲子園

アルプス席から大声援

大阪桐蔭戦　守るぞー！ 下平・山田のバッテリー 清峰戦　勝ちとった

称えたいチームの結集力
理事長　榊　

　学園初代理事長の下出義雄は、監督を差し置いて自らサイ
ほどの野球好きだったそうです。そんな伝統を受け継いでか
県大会から全９試合の全打球・全投送球を直に観戦しました
健闘できたのか、つたない印象記をお届けしたい。
　森田泰弘監督は毎大会前に必ず「全国優勝を狙えます」と
てきました。が、一昨年も昨年も準々決勝で敗退、さらに昨
の高校に凡ミスもあって県大会で早々と敗れ、監督も選手も
していました。
　巻き返せたのは、昼休みも使った筋肉トレーニング、監督
た「常に本番と思って真剣に練習する姿勢」など、日々の積
結実したからでしょう。甲子園の初戦・北海は、ビデオで見
あまりにも鋭く早い打球に恐れをなしたそうですが、一朝に
ついた実力ではないと思います。
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６年ぶりの甲子園だ！

大阪桐蔭戦　小宅ホームラン

感激の涙

大阪桐蔭戦　戦いは終わった

監督胴上げ（県大会優勝）

直樹　
ンを出す
か、今夏は
た。なぜ大

胸を張っ
昨秋は格下
意気消沈

督が指導し
積み重ねが
見た東邦の
にして身に

　プロ注目選手の有無でみたら他校に劣る東邦。それでも勝ち抜けた
のは、ヒーローが入れ替わるチームの結集力でした。県大会序盤で不
振ぎみの選手が決勝では大活躍し、県大会で絶好調の選手が甲子園で
鳴かず飛ばずになると、他の選手がカバーしました。非力の投手陣に
は「何点取られても構わん。俺たちがそれ以上に叩き出すから」と励
ましたそうです。
　控え選手は、ビデオを擦り切れるまで見続けて攻め手・守り手を分
析。さらにベンチから想定されるプレーについて伝え続けたそうです。
　ベンチ入りの枠は20人。全国最多150人の部員の大半には、無念の
思いもあったでしょう。それを乗り越えて蔭になり日向になりと続け
た声援が、大健闘を支えたに違いありません。野球部だけでなく他部
の応援も心強いものでした。サッカー、水泳、軟式、ダンス……とあ
らゆるクラブが活躍した夏。「グラウンドとスタンドに強い一体感を
感じた」という市丸民治野球部長。この姿がこれからも東邦の原動力
であってほしいと願っています。



高校硬式野球部　
マネージャー一同　最高の夏、『甲子園』最高の夏、『甲子園』
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　私たちの学年は、新チームが始まった秋季県大会で３
回戦敗退という悔しい結果に終わり、春の選抜甲子園大
会には出場することができませんでした。そして、すぐに、
厳しい冬の練習が始まりました。練習内容は走りこみを中
心とした体力づくりで、ボールを使った練習は少なくなり、
とても辛い練習ばかりでしたが、秋の悔しさを胸に「夏こ
そは絶対に勝って甲子園に行く」という思いで乗り越えて
きました。
　４泊５日の知多・新舞子合宿では、早朝からのランニン
グで始まり、ノック、バッティング、体力強化と３つの練習
場に分かれ、朝から晩まで練習に明け暮れました。最終日
には大雪が降る中、砂浜での練習が行われました。３時間
のとても厳しいランニングメニューが終わり、最後に一本
締めで終わった時の達成感は忘れられません。夏は絶対
甲子園に行くと固くみんなで決意しました。
　春が来て練習試合が始まり、冬の成果を出す時がやっ
てきました。リーグ戦は順調に勝ち進み、春の県大会出場
が決まり、夏のシード権は決定しましたが、怪我などもあ
り、思うように力を発揮することができず、また、秋と同様
に悔しい思いをしました。キャプテンの提案により、毎週
月曜日の朝、選手だけでミーティングをするようになりま
した。そこでは、レギュラーも補欠も関係なく自分の意見
を言い合い、より良いチームにするために話し合いまし
た。その結果、チームの団結力が高まり、勝つために自分が

やるべきことをしっかりと自覚して行動することができま
した。
　そして、いよいよ甲子園出場を決める予選が始まりまし
た。目の前の勝利にこだわり、一戦一戦戦うごとに、力が増
してきました。ベンチの中の選手だけでなく、スタンドで応
援している選手も、「自分たちの応援で甲子園に行く！」と
いう気持ちで、ベンチもスタンドも心は一つになり、優勝す
ることができました。あの時の感動の瞬間は今でも目に焼
きついています。
　甲子園入りをし、夢の舞台で力を出す時がきました。初
戦の北海高校戦では東邦らしい積極的な打撃で15得点を
取り、勝つことができました。２回戦の清峰高校戦では、初
戦とはちがい接戦の結果、今までとは違った強さを発揮し、
勝つことができました。３回戦の大阪桐蔭高校戦では、エ
ラーやヒットで相手の一方的な試合展開となりましたが、
ベンチもスタンドも最後まであきらめませんでした。８回
小宅のホームランから本来の東邦打線が爆発しました。し
かし、２点差まで追いついたものの相手の力に及ばず、負
けてしまいました。結果的には負けましたが、甲子園とい
う大舞台で東邦野球を全国に見せつけることができ悔い
はありません。３年生54人全員の力で甲子園に行くことが
でき、最高の夏になりました。
　最後に応援していただいた皆様に、とても感謝していま
す。ありがとうございました。

　　　  1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
東 邦  0 4 0 0 0 0 0 6   10
愛 知  0 0 0 0 0 0 0 2    2

西愛知大会　準決勝　（7月 24 日　熱田球場）

８回コールド投　手　和田→下平　　本塁打　山田、岩田 

　　　  1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
愛工大名電  0 0 0 1 0 0 0 　   1
東 邦  0 4 0 2 0 0 2× 　  8

西愛知大会　準々決勝　（７月 22 日 小牧球場）

７回コールド投　手　下平

　　　  1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
東 邦  2 1 1 5 2 0 1 0 0 12
愛知啓成  0 0 0 0 0 8 1 0 0 9

西愛知大会　決　勝　（7月 26 日　熱田球場）

投　手　下平→和田　　本塁打　清水２ 

　　　  1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
東 邦  1 0 1 3 2 0 7 1 0 15
北 海  0 0 0 1 2 1 4 0 2 10

選手権大会 1回戦　（８月６日 　阪神甲子園球場）

投　手　下平→和田　　本塁打　山田、野々川、小宅

　　　  1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
清 峰  0 0 1 0 1 1 0 1 0 4
東 邦  0 0 1 1 1 0 1 1 × 5

選手権大会 2回戦　（８月 11 日　阪神甲子園球場）

投　手　下平　　　　　本塁打　古市 

　　　  1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
大阪桐蔭  1 1 1 1 0 3 0 0 0 7
東 邦  0 0 0 0 0 0 0 2 3 5

選手権大会 3回戦　（８月 14 日　阪神甲子園球場）

投　手　下平→和田→佐々木　　本塁打　小宅

試 合 結 果
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「下出文庫」の整理と『目録』の発刊
　本学園に伝わる初代理
事長下出義雄氏の膨大な
資料のことは、本誌104号
（2007年10月発行）で詳し
くお知らせしました。昭

和初期から戦後へかけての鉄鋼業、農業を中心とした
産業資料や、くらし、政治に関わる資料の整理を終わり、
本年７月に愛知東邦大学地域創造研究所から『東邦学
園下出文庫目録』が発行されました。
　Ａ４サイズで400ページを超えるこの「目録」には、30
以上の企業経営にかかわり、戦時中は国会議員もされ
ていた下出義雄氏の、約16,000点にのぼる書籍や雑誌、
各種の産業・政治関係の資料が含まれています。大半が
第２次大戦前から戦時中に作成・発行されたもので、も
ともと発行部数が少ない上に大半が戦災などで消滅し
ているため、全国的にも貴重な資料群です。
　とくに昭和史の研究者には期待が大きく、さっそく
『愛知県史・資料編』に採録された資料もあります。研究
所では研究者を中心に公開しており、閲覧準備が整い
しだい公開範囲を広げる予定です。

半田市政研究会で「公立病院問題」
　地域創造研究所では、自分たちが研究するだけでは
なく、自治体などとも協力して地域やくらしの改善に
取り組んでいます。本年度は、半田市を中心とした超党
派の市会議員さんや町会議員さん・有志市民たちの勉
強会「半田市政研究会」の運営を受託しています。
　この研究会は、市町議員さんたちがそれぞれの立場
でより深く研究し、発言や提案の力を高めるのが目的
で集まった、20人の会員で組織されています。研究所
は、運営企画や講師派遣を担当しており、半年ずつ同じ
テーマで多角的に講師の話を聞く活動をしています。４
月から９月までは「公立病院の経営問題」。中日新聞記
者や医療法人経営者、生協病院事務局長、医療問題研究
者、大学教員、民間病院経営者などが講師を務めました。
　各自治体としても住民としても悩み多き問題です
が、いくつか提案の糸口も見つかり、年末までにパンフ
レットにまとめて市民討論を呼びかける予定です。
　本年度後半は「ゴミ・環境問題」をテーマに勉強を続
けます。併せて、知多半島中南部の議員・行政関係者・
ＮＰＯ・住民が協力して「住民自治のあり方」を考える、
100人規模の連続勉強会も検討し始めています。

東邦学園｢フレンズ･ＴＯＨＯ｣
新会長に遠山昌夫氏

　遠山昌夫氏（菊水化学工業㈱取締役会長）へ内藤明人
氏（リンナイ㈱取締役会長）から交代しました。本年度
は役員交代の年、学園の人事異動もあり、関連する｢フ
レンズ･ＴＯＨＯ｣の役員交代がありました。
　総会（６月23日）に先立つ役員会で承認された新役員
のうち、主な役員（敬称略）の変更は、以下のようです。
名誉会長　　榊　直樹（東邦学園理事長）
顧　　問　　内藤明人（リンナイ取締役会長）
相 談 役　　伊藤時雄（前学園理事長）
　遠山新会長は、学園の評議員や監事を歴任されてお
り、学園に詳しく、東邦学園｢フレンズ･ＴＯＨＯ｣の発
起人の一人でもあります。「学園支援組織『フレンズ･Ｔ
ＯＨＯ』の発展に寄与したい。まずは会員の拡大に取り
組もう」と抱負を語られました。

生協３学生が広島へ「折り鶴」
　今年は原爆投下63年目。愛知東邦大学に店舗を
開設する生活協同組合「インターカレッジコープ
愛知」では、生協の平和活動「ピースナウ広島」に本
学の久保勇樹君（経営３年）、島田大地君・中野修太
郎君（ともに人間２年）の３人を派遣しました。
　それに先立って学内
でみんなが千羽鶴を
折り、５千羽以上が集
まりました。出発間際
に届けられたものも多
かったため組立てが間
に合わず、今回は３連
（３千羽）を持参して３
人で平和公園の「折鶴
の塔」へ供えました。

写真は広島平和公園「折り鶴の塔」前で
３学生と千羽鶴
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●○　中国四川省大地震に温かい支援金集まる　○●
～留学生ら救援募金～
大学　経営学部准教授　西部　真由美　

　西部ゼミ１年生の中国からの留学生（王
おうきんい

勤偉さん）が
発起人となり、留学生（陳

ちんかん

涵さん、王
おうしゅうらん

秋蘭さん、董
とうえん

媛さん、
張
ちょうきょくとう

旭東さん）を中心とした愛知東邦大学有志による
「中国四川省大地震災害救援募金」活動が行われました。
　その結果、皆さま方からの温かいご支援で148,460円
が集まりました。
　６月２日（月）に本学留学生が代表し、中国駐日本名
古屋領事館へ届けました。李天然総領事からは感謝状
をいただきました。
　ご協力いただいた多くの学生・教職員方に心よりお
礼申し上げます。

スポーツで地域社会貢献　●○●
●○　学生が少年サッカー大会を企画・運営　●○

大学　経営学部准教授　杉谷　正次　
　８月２日（土）第２回愛知東邦大学杯少年サッカー大
会（中日新聞社後援ほか）が、本学日進グラウンドで開

催されました。
　この大会は、大学経営学部の学生によって企画・運営
される大会で、日進グラウンド近郊の４チームが参加。
決勝戦は、名古屋グランパス三好と愛知日進少年サッ
カークラブが対戦して１対１、ＰＫ戦（４－２）の末、名
古屋グランパス三好が優勝しました。
　大会終了後、実行委員長の原政人さん（経営学部４年
生）は、ピッチで元気にプレーする子どもたち、それを
指導するコーチの姿をみて、「小さなことだけど、地域
社会に貢献できてよかった。」と一言。ボランティアで
参加した学生は、言葉では言い尽くせない達成感を味
あうことができたようです。

●○　夏休み1日体験セミナー　16講座590人で　○●
高校　渉外企画室　岡田　保　

　東邦高校の姿を中学３年生に直に見てもらおうと
いう企画「夏休み１日体験セミナー」、今年も８月４日
（月）・５日（火）の２日間で実施しました。「体験…」と銘
打つからには実際に本校での高校生活を疑似体験して
いただこうと、毎年本校の普通科・商業科の各コースに
相当する内容・各教科の講座を選択して申し込むよう
に、工夫されています。
　当日はまず全体会で東邦高校について映像も使って
紹介をした後、グループごとに新校舎見学、その後各教
室に別れて７科目のお楽しみ講座を行いました。

　感想として　① 楽しかった63.8％、② 勉強になった
24.2％と、高い評価を得ています。
　例年申込者数が多いことから、遅い時期の申込者に
はお断りをしたり、「見学コース」を設定し、「講座には
参加できないが、学校紹介・施設見学までの参加でもＯ
Ｋ」という希望者を受け付けています。今回も74人が見
学まででお帰りいただくことになりました。

部活動見学会（8/30）にも101人が参加
　“部活動見学会”を、昨年から夏休み最終の時期に実
施しています。今年は14の部活動見学を行いました。

優勝チームに賞状を渡す本学学生

大学校内で行われた募金活動

「ブライトン先生と英語で話そう」講座の様子
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　当日は集中豪雨の中、101人の中学生と16人程の保護
者の参加があり、体育館（高校及び大学）・運動場・多目
的練習場やそれぞれの練習場（剣道場・作法室・生物実
験室など）での活動見学と、オーバルランチルームでＤ
ＶＤ・スライドによる部活動紹介を行いました。写真部
や文芸部は作品によるクラブ紹介を行いました。
　参加した中学生の感想には、「高校はやはり違うなぁ
と思った。」「積極的に取り組んで、楽しそうだった。」
「先輩たちがとても親切だった。」「ますます入りたく
なった。」といった声が寄せられていました。またほと
んどの参加者が新校舎について触れており、「ぜひ入学
したい。」と答えた中学生も少なくありませんでした。

●○●○　デッサンに取り組む中学生　○●○●
～美術科講習会～
高校　美術科教諭　小塚　康成　

　７月29日（火）、30日（水）の２回に分けて美術科中学
生夏期講習会を実施しました。２日合わせて160人を超
える参加者があり、暑さに負けず熱心にデッサンに取
り組む中学生の姿が印象に残る講習会であったと思い
ます。講習会では、午前、午後と複数の教員が指導に当
たるようにし、参加した生徒一人ひとりの個性や良い
点に気づいてもらおうと、様々な視点から優しく丁寧
な指導にあたりました。
　終了後のアンケートでは「最初は不安だったけど、先
生からのアドバイスを聞いて伸び伸びと絵を描くこと
ができた」とか、「時間をかけて、出来上がった作品を見
るのはうれしい気持ちになる」など、気持ちのこもった
感想がたくさん返ってきました。
　短い１日でしたが、参加した中学生にとって描くこ
との楽しさを知るきっかけとなり、進路を見つめる手
助けとなったのではないかと思います。

●○●○　エコアクション認証取得　○●○●
高校　EA21推進責任者　稲葉　益夫　

　この８月、東邦高校では、ISO14001に続く新たな環
境パスポートと言われる「エコアクション21（EA21）」
認証を取得しました。一昨年10月に準備委員会が立ち
上がり、昨年文化祭にキックオフし、１～３月の試行期
間を経て今回認証の運びとなりました。協力していた
だいた各部署の方々に厚く御礼申し上げます。
　このEA21は「環境への取組を効果的・効率的に行う
システムを構築・運用・維持し、環境への目標を持ち、行
動し、結果を取りまとめ、評価し、報告する」為の方法と
して、環境省が策定した認証・登録制度です。なかでも、
CO2排出量、ゴミ排出量及び総排水量を必ず把握する
よう規定しています。さらに、必ず取組んでいく行動と
して、省エネルギー、廃棄物の削減、リサイクル及び節
水の取組を規定しています。
　EA21の認証取得は、環境影響負荷の実効的低減を果
たすことはもちろんのこと、環境に常に配慮する学校
であることを外部にアピールし、東邦のイメージアッ
プにつながるものと思います。

●○●○　エコカー大会に参加して　○●○●
高校　３年理数コース担任　稲葉　益夫　

　理数コースがエコカー製作を手がけて２年以上がた
ちました。ここまで２台の車を製作し、５月の秋田大会
では14位（42校中）、６月の豊橋大会で５位入賞（26校
中）という成果をおさめました。特に今年になってから
学年を超えて、小嶌クラスと２学年が共同して準備し、
大会に臨んでいます。
　この大会参加は今の３年生が１年の入学時に、「もの
づくりを通した理数教育を！」と呼びかけて自主的に
考えたものが、当初ソーラーカーでした。その後、コス
ト高のためソーラーは断念し、鉛蓄電池で動く電気自
動車（エコカー）に方針転換しました。経産省の補助金
を手にすることもでき、少しずつ作成を始めたのが、06
年の２学期頃です。道具やノウハウがなかったものの、
佐織工業高校の協力を得て活動を進めてきました。
　この活動が軌道にのったのは、エコカー製作の経験
をもつ法人総務部の小
林さんと愛知東邦大学
生の田中くん（高山工
高卒）の協力のおかげ
です。高校と大学のコ
ラボによって実現して
いる活動という点でも
特筆すべきものです。

真剣に描く中学生たち

エコカーを調整する生徒たち
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サッカー部

　　  全国の壁は高い 次はリベンジを！

サッカー部監督　横井　由弦
　今年の夏は県大会を勝ち抜き、埼玉県で開催された
全国高校総体に出場しました。
　１回戦の帝京長岡（新潟）を相手に先制点を許し苦
しい試合展開を強いられましたが、試合終了間際に同
点に追いつき、見事ロスタイムでの逆転勝利となりました。
　続いての２回戦は埼玉栄（埼玉）相手に０対６と完
敗し、残念ながら目標のベスト８入りは成りませんで
した。
　秋から始まる選手権大会では他校のマークもいま
まで以上に厳しくなるかと思われますが、三冠（新人
戦、総体、選手権）を目指して選手・スタッフが一丸と
なり、精進していきます。
　今後も熱いご声援をお願いします。

空手道部

熱く闘った空手女子個人戦

空手道部監督　村田　悟
　女子団体組手16連覇を逸したものの、２年生ながら
県大会、女子個人優勝を勝ち取った堀早恵選手が、８
月５日からの埼玉総体に臨みました。インターハイ17
年連続出場の重みを背負っての闘いは、遺憾ながら２
回戦広島代表・西条農業・坂本選手と一戦での敗退と
なりました。総体翌日から合宿に入り、新人戦の全種

目制覇に向け再び始動中です。

水泳部

　　　  埼玉インターハイ・三輪が４位

水泳部監督　渡邉　素幸
　今シーズンの水泳部は県大会において女子総合15
連覇。東海大会では連覇こそ逃したものの女子総合２
位となり、少人数ながらも持てる力を十分に発揮しま
した。埼玉インターハイでは、全国の強豪を相手に挑
戦し、３年三輪彩奈（岩倉中）が200ｍバタフライで４
位入賞をする事ができました。

ダンス部

　　　ミスダンスドリルチーム2008日本大会
　　　ＨＩＰ　ＨＯＰ(Ｓ)部門　準優勝

ダンス部顧問　伊藤　惠子
　初参加でしたが、６月東海大会で日本大会の切符を

埼玉総体空手道競技大会個人戦　堀早恵選手

埼玉インターハイ会場にて

県大会　決勝戦
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手に入れる事ができました。
　テーマは、“ワレワレハ宇宙人ダー”。３年生中心で
創り上げ、裏方の１年生６名とメンバーの２・３年生
12名、心一つに踊り抜いた結果、７月29日日本大会で
準優勝！
　支えてくださった周りの方々あってこその受賞だ
と感謝しています。本当にありがとうございました。

バトントワリング部

夏から秋へ

バトントワリング顧問　志水　廣己
　硬式野球部６年ぶりの“夏の県大会優勝・甲子園出
場”という快挙を受けて、バトン部も甲子園３試合の
応援参加をしました。その様子は、大阪：ABC朝日放
送の『熱闘甲子園』からも取材を受け、数分間ではあり

ますが“孝太郎・夏物語”として８月11日夜に全国放映
されました。１年生部員も含めて33人全員が“お揃い
の黄チア衣裳”で、甲子園応援ができたことは、部員達
とってかけがえのないおもいでになりました。
　実は、バトン部の場合、県大会レベルの応援には慣
例的なルール【準決勝から応援参加】がありましたが、
この夏は、部員達の熱望もあって緒戦から応援参加す
ることを決め、応援練習に励んできました。途中、自
分達のバトン大会もあって、緒戦の後は準々決勝から
参加、計４試合の応援をしました。準々決勝以後の３
試合は、吹奏楽部が参加できない条件のもとでしたが、
35℃をはるかに超える灼熱のスタンドで100名余の硬
式野球部員とともに、ピッタリ息のあった素晴らしい
応援ができたと自負しています。

　この秋、いよいよ自分達の“全国大会”目指してス
テージ創りが始まりました。ポンポンを持って30m四
方のエリア内で４分間の集団演技を競うものです。９
月14日の名古屋大会を経
て11月１日の東海大会を
勝ち抜けば、来年１月24
日に千葉・幕張メッセで開
かれる全国大会に６年連
続９回目出場が実現しま
す。３年11人・２年８人・１
年14人の計33人、『笑顔・元
気・フアイト』で全力投球
です。

平成20年度の学生数

大　　学 平成20年５月現在

１年 ２年 ３年 ４年 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

経営学部 174 27 201 149 20 169 154 26 180 128 25 153 605 98 703
男女比（％） 86.6 13.4 100.0 88.2 11.8 100.0 85.6 14.4 100.0 83.7 16.3 100.0 86.1 13.9 100.0 
人間学部 87 43 130 98 56 154 185 99 284
男女比（％） 66.9 33.1 100.0 63.6 36.4 100.0 65.1 34.9 100.0 

高等学校

１年 ２年 ３年 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

生徒数 298 279 577 243 261 504 255 343 598 796 883 1679
男女比（％） 51.6 48.4 100.0 48.2 51.8 100.0 42.6 57.4 100.0 47.4 52.6 100.0

ミスダンスドリルチーム日本大会 会場の東京体育館にて
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硬式野球部

２部リーグ昇格をめざして

硬式野球部長　杉谷　正次
　９月６日（土）平成
20年度愛知大学野球
秋季リーグ戦の開会
式が瑞穂球場で行わ
れ、シーズンが開幕
しました。
　本学硬式野球部は、
２シーズン続けて３部リーグ３位という結果。いずれ
もあと一歩というところで、２部リーグとの入れ替え
戦の切符を逃がしています。
　このため、野球部員らは８月猛暑の中、厳しい練習に
耐え抜き、秋季リーグ戦に向けて強豪チームとのオー
プン戦をこなしてきました。
　今シーズンこそ、リーグ優勝、２部リーグ昇格が期待さ
れる硬式野球部。みなさんの応援、よろしくお願いします。
【秋季リーグ戦　対戦カード】
第２週　東邦大×名経大 第３週　東邦大×日福大
第５週　東邦大×愛教大 第６週　東邦大×名　大
第８週　東邦大×同朋大
　詳細なスケジュール等については、愛知大学野球連盟
公式ホームページ（http://aubl.jp/）をご参照ください。

愛知東邦大学吹奏楽団

音楽を楽しもう
～コンテスト参加、演奏会も～

吹奏楽団（経営学部２年）　中田　舞子
　６月22日（日）愛知県マーチングバンド・バトントワ
リング協会主催で行われた第５回インディビジュアル
コンテストに参加しました。
　ブラス部門ソロの部では４位、アンサンブルの部で
は木管が13位、金管が17位、パーカッション部門アンサ
ンブルの部では10位という成績を残しました。
　８月24日（日）にはテレビ塔下で演奏会を行い、たく
さんの方々が足を止めて見て聴いていただき、団員と
共に音楽を通して楽しむ事ができました。
　次の連盟行事や学祭にライブに向けて一日一日の練
習を大切に頑張っていきます!!

女子バスケットボール部

１つでも多くの勝利を目指して
女子バスケットボール部顧問　谷川　智代

　女子バスケット
ボール部は、８月７
日から行われた第79
回東海学生バスケッ
トボールリーグ戦に
参加しました。
　日本福祉大学をは
じめ５校と対戦し１勝をあげることができました。
　１・２年生のみの若いチームですので、来年以降の
チーム力の向上と部員の増員、そして１つでも多くの
勝利目指して今後もがんばって行きます。ご声援よろ
しくお願いします。

大学祭テーマ決定！
「LIVE LOVE LOOP」
大学祭実行委員長（経営学部３年）　加藤　俊輔　

　今年の大学祭はテーマを「LIVE LOVE LOOP」
と決定し、11月22日（土）～11月23日（日）の２日間
開催いたします。
　このテーマには、大学祭をきっかけに学年・学
部・学科を問わず、グループ同士の交流、クラブ･
サークルでの「愛の輪の連鎖」を形成したいという
願いを込めました。これを考えた理由に、感動と感
激のドラマを繰り広げたオリンピックがあります。
オリンピックの象徴でもある５つの重なり合う輪
には「平和への発展の願い」が込められています。 
　ここ最近、連日のようにテレビニュースやイン
ターネットで私たちの何気ない日常生活を脅かす
ような事件が多数報道されています。こうした事
件は、私たちひとり一人が思いやりや愛を持って
生活することで少なくならないでしょうか？
　大学祭実行委員会には個性とバイタリティ溢
れるメンバーが多数います。今年はさらに新入生
が加わりました。さすがに昨年を経験している上
級生が多いこともあり動きは迅速で段取りも早い。
そのため大学祭に向けた準備は順風満帆です。
　大学祭全体の流れは以下の通りです。
11 月 22 日：学内オープニング・学内企画
11 月 23 日：学内企画・フィナーレ
　現在、大学祭に関するホームページを作成中です。
10月立ち上げ予定ですので大学公式ホームページ
（http://www.aichi-toho.ac.jp/）をご確認ください。
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講演会・シンポジウムへのお誘い

 『利用者本位の病院経営を考える』

　地域創造研究所では下記の要領で講演会・シンポジ
ウムを開催します。
　皆様お誘いあわせの上、おこしください。お待ちして
おります。
日　　時：11 月 28 日（金）14：00 ～ 16：40
場　　所：名古屋ガーデンパレスホテル
　　　　　（名古屋市中区錦）　３階　栄・泉の間
第一部講演

『医療問題と福祉のこころ』（14：00 ～ 15：00）
神奈川県立保健福祉大学 名誉学長　阿部　志郎　氏

第二部シンポジウム

『利用者本位の病院経営を考えるについて』
（15：10～16：40）

入 場 料：無料
申込方法：はがき、ファックスまたはメールにて

郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号をご記入の上、お申し込みください。

お問合せ・お申し込み先

愛知東邦大学　地域創造研究所
TEL：052-782-1241　FAX：052-781-0931
E-mail：kenkyujo@aichi-toho.ac.jp

　※都合により内容が若干変更になることがあります。

 短大卒業生　交流会のお知らせ

　短大の閉学に伴い、卒業生との交流会を行います。当
日は大学祭開催中です。
　短大に携わってこられた金子謹吾先生、後千代先
生、小林信之さんらに加わっていただき、パネルディス
カッションやスライドショーを行う予定です。
日　　時：11 月 22 日（土）　11：30 ～
場　　所：愛知東邦大学内（当日受付にて案内）

 東邦高校 カルチャーディ11月１日開催！

　演奏、歌、踊り、英語劇など東邦高校の文化活動の一
端をお見せします。
日　　時：11 月１日（土）13：00 ～
場　　所：東邦高校　体育館

地域創造研究所、フレンズ・ＴＯＨＯ共催　日帰り研修

福澤桃介と下出民義ゆかりの地
『下出橋』『桃介橋』『桃介記念館』を訪ねる

　電力王「福澤桃介」は東邦学園の祖「下出民義」と組ん
で、近代工業発展に欠くことのできない電力事業に乗
り出しました。
　発電所建設の資材運搬用に木曽川に架けた橋、それ
が｢桃介橋｣と｢下出橋｣です。その後、一般道として開放
利用されました。
　深まる秋を堪能しながら、事業に夢をかけた男のロ
マンを回想しませんか？
日　　時：11 月８日（土）８：50 ～ 17：30 頃
費　　用（昼食代含）

　　　　　（フレンズ・TOHO会員）4,000 円
　　　　　（一般）5,000円、　小学生以下半額
　どなたでもお申込いただけます。
行 程

愛知東邦大学駐車場（8:50）→中津川IC→国道19号線→
読書発電所→桃介橋・福沢桃介記念館・山の歴史館（見
学と昼食）→柿其水路橋→下出橋→中津川IC→可児御
嵩IC→貞照寺と晩松園（川上貞奴旧邸）→愛知東邦大
学駐車場（17:30頃）
お問合せ・お申し込み先

　　　　　｢フレンズ･ＴＯＨＯ｣事務局
　　　　　電話：052（782）1241（代表）
　　　　　FAX：052（781）0931
　　　　　E-mail：friends@aich-toho.ac.jp

復元された桃介橋
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スウェーデン研修、出発！（9/9～ 17）

ニュージーランド英語研修
（関連記事６ページ）

大学生が少年サッカー大会を企画（関連記事 14ページ）

豊橋で行われた
エコカーレース大会

（関連記事 15ページ）

高校サッカー 全国総体に出場
（関連記事 16ページ）

高校の特別授業
（関連記事４ページ）


